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エビデンスレベルが低い顔面神経麻痺が含まれるな
ど，科学的根拠に基づく改定の余地がある。このた
め，本学会では2013年にエビデンスに基づく改定適
応疾患案を提示した。今後適応疾患や診療報酬改定
における重要な根拠となることが期待される。

表2　ECHM基準

表3　ECHM recommendation and level of evidence
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高気圧酸素治療（HBO）の適応疾患については，
本邦の診療報酬での適応疾患は，僅かな追加病名等
があったものの，30年以上基本的には見直しがされて
いない。
世界的には，エビデンスレベルにより構築された適
応疾患から，国もしくは地域，学会による独自の適
応疾患も散見するなど多様である。その中でも，国際
的には欧米の学会であるUndersea and Hyperbaric 
Medical Society（UHMS），もしくはEuropean Committee 
for Hyperbaric Society（ECHM）の適応疾患基準が
代表的であり，いずれも主にエビデンスに基づき構築
されている。
UHMSは，Comparative study以上の研究報告にお
いて有効性が認められた疾患群をapproved indication：
適応疾患としている。まず，2人の委員会委員が根拠と
なる論文について検討し，最終的には理事会にて議
論され，投票にて適応疾患となるかが決定される1）。
数年ごとに適応疾患を見直している。2014年には最
新版の第13版にて，14疾患群をapproved indicationと
している（表1）。

表1　UHMS基準

ECHMは，6段階のエビデンスレベルとともに，臨
床的に3段階の推奨レベル（TypeⅠ, Ⅱ, Ⅲ）とその他
（other indications）を設定し，神経芽細胞腫（Stage
Ⅳ），腸管嚢腫様気腫症の適応疾患を含むが，ECHM
もUHMSとほぼ同様の適応疾患である（表2, 3）2）。
本邦では，1986年に厚生省にて制定された診療報
酬に基づく適応疾患があるが，制定から長期間を経
過し，HBOの臨床研究によるエビデンスやそのレベル
の変化を考慮すれば，見直しが迫られる状況である。
本学会の「高気圧酸素治療の安全基準」でも，例えば


